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1. はじめに 

インターネットを用いて企業間商取引 (B2B)

を実現する取り組みが本格化している。B2Bを

推進するため、多くの標準化団体が、企業間で

の取引手段を共通化する枠組みである XML ベ

ースの B2B フレームワークを提案している。

代表的な B2B フレームワークとして、

RosettaNet[1]と ebXML[2]がある。RosettaNet

は、情報機器業界、電子部品業界、半導体製造

業界におけるサプライチェーン効率化を目的

としている。規定されている仕様には、(1)企業

間で行われるビジネスプロセス、交換されるビ

ジネス文書の構造および、その交換手順を規定

する Partner Interface Processe(PIP)、(2)PIP

を実装するために必要な技術用件を規定する

RosettaNet Implementation Framework(RN 

IF)、(3)ビジネス文書で用いる語彙を規定した

辞書に分類できる。一方、ebXML は、特定の

業界に限らず、世界的規模でオープンな B2B

を可能にすることを目的としている。規定され

ている仕様には、取引パートナと遂行可能なビ

ジネスプロセスの公開/発見するためのメカニ

ズムやメッセージングサービスなどがある。 

このように個々の B2B フレームワーク策定

は活発に進められており、多くの企業によって

B2Bフレームワークに基づいた B2Bアプリケ

ーションが実装されつつある。しかし、現状で

は全世界かつ全業界において B2B フレームワ

ークは統一されていない。そのため、取引企業

間で B2B フレームワークが異なる場合、相互

の B2B アプリケーションの拡張・変更が余儀

なくされる。そこで、開発効率を向上させるた

めにも再利用技術を用いて、複数の B2B フレ

ームワークに容易に対応可能な B2B アプリケ

ーション開発が重要である。本研究では、設

計・実装の再利用技術の一つであるフレームワ

ークに着目し、B2Bアプリケーション用メタフ

レームワークを検討した。本報告では、前述し
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た RosettaNetおよび ebXML のビジネスメッ

セージ構造とその受信処理フローを調査し、比

較を行う。また、両者に共通な受信処理機能を

抽出し、メタフレームワークのビジネスメッセ

ージ受信処理フローを説明する。 

 

2. ビジネスメッセージの比較 

ビジネスメッセージに関しては、RosettaNet

は RosettaNet Implementation Framework 

2.0(RNIF 2.0)[3]で、ebXML Message Service 

Specification 1.0(ebMS 1.0)[4]で定義されてい

る。この規格書に基づいて両者のビジネスメッ

セージ構造を比較する。 

2.1 RosettaNetビジネスメッセージの構造 

RosettaNet ビジネスメッセージは、各ヘッ

ダ、サービスコンテントおよび、必要であれば

添付文書を MIME multipart/related コンテ

ントタイプを用いてパッケージ化される。一般

的な RosettaNet ビジネスメッセージの構造を

図 1に示す。また、デジタル署名や内容の暗号

化を行う場合には S/MIMEも用いられる。 

図 1. RosettaNetビジネスメッセージの構造 

ビジネスメッセージを構成する各コンポー

ネントの概要を次に示す。 

(1) Preamble 

Preamble は、メッセージ構造が準拠してい

る B2Bフレームワーク名・版の情報を含む。 

(2) Delivery Header 

Delivery Headerは、経路とメッセージイン

スタンス情報を含む。送受信者の企業識別番号

と所在地や、メッセージ追跡ＩＤとメッセージ

作成日時などの情報が記述される。 

(3) Service Header 

Service Header は、ペイロードの内容を管理

するための情報を含む。送受信者の役割、実行

されているPIP識別情報、ビジネスアクティビ

ティ名、メッセージのタイプ（Action または、

Signal）、添付文書などの情報が記述される。 

(4) Service Content 

Service Content は、各 PIP で規定されてい

るビジネス文書または、受信確認や例外メッセ

ージが記述される。 

2.2 ebXMLメッセージの構造 

ebXML メッセージは、RosettaNet と同様に

MIME multipart を用いてパッケージ化され、

SOAP Messages with Attachments[5]に従っ

て構造化されている。一般的な ebXML メッセ

ージの構造を図 2に示す。 

図 2. ebXMLメッセージの構造 

ヘッダコンテナは、SOAP1.1 準拠メッセー

ジを含む。 SOAP ヘッダおよびボディに

ebXML 独自の拡張要素が記述されており、そ

の概要を次に示す。  

(1) 主な ebXML SOAPヘッダ拡張要素 

必須要素である MessageHeader 要素は、送

受信者の識別情報、サービス名、アクション名、 
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メッセージ識別子などのメッセージ情報、パー

トナ間での対話を識別する情報などが記述さ

れる。 

(2) 主な ebXML SOAPボディ拡張要素 

Manifest 要素は、URL によってペイロード

を参照するための情報を含む。 

 

3. ビジネスメッセージ受信処理フローの比較 

受信処理フローに関しては、RosettaNet は

RNIF2.0に基づき、ebXML はメッセージサー

ビスと CPA文書の関係を記述した技術書 [6]に

基づいて説明する。 

3.1 RosettaNet受信処理フロー 

RosettaNet ビジネスメッセージの各コンポ

ーネントの抽出および、検証を行う受信処理フ

ローを図 3に示す。 

(a) 応答形式（同期・非同期）の確認 

HTTP POST を通してメッセージを受信し

た際、送信者は同じHTTPコネクションで同期

応答を要求する場合がある。RosettaNetでは、

HTTPヘッダのx-RN-Response-Typeヘッダの

値により同期・非同期を区別する。 

(b) Preambleの抽出と検証 

Preambleを抽出し、対応する DTD およびメ

ッセージガイドラインに基づいた検証を行う。 

(c) Delivery Headerの抽出と検証 

Delivery Header を抽出し、 対応するDTD

およびメッセージガイドラインに基づいた検

証を行う。 

(d) 送信者の認証 

(c)で抽出した送信者情報および、メッセージ 

のデジタル署名をもとに送信者認証を行う。な

お、送信者が不明の場合、認証は必要ない。 

(e) Service Headerの抽出と検証 

Service Header を抽出し、対応する DTD お 

よび、メッセージガイドラインに基づいた検証

を行う。暗号化されている場合は、復号化処理  

を行う。 

(f) 順序の検証 

受信メッセージが、実行されている PIP イン

スタンスに関連付けられるか否か、また PIPの 

最初のメッセージであれば新しい PIP インス

タンスが開始されるか否かを検証する。パート

ナ間で設定された妥当なPIPか否か、インスタ

ンス IDまたは PIP/Activity/Action コードが妥

当な順序に一致しているか否かを検証する。 

(g)同期応答仕様の確認 

送信者が同じ HTTP コネクションで同期応

答を必要としている場合、対応するPIPが、こ

の受信メッセージに対して同期応答を許可し

ているか否かを検証する。 

(h) 送信者の権限確認 

(e)で取得したPIP情報をもとに、送信者がこ

の PIP に参加するための権限を持っているか

否かを確認する。 

(i) マニフェストの検証 

受信メッセージがAction メッセージの場合、

ペイロードに添付文書が含まれる場合がある。

指定された添付文書の数、Content-ID が存在

するか否かなどの検証を行う。 

(j) Service Contentの抽出と検証 

Service Content を抽出し、各 PIP の DTD

および、メッセージガイドラインに基づいた検

証を行う。また、PIPではビジネス辞書、技術

辞書の語彙を用いているため、各辞書に基づい

たスキーマ検証も必要である。 

(a)応答形式（同期・非
同期）の確認 

(b)Preamble の抽出と
検証  

(c)Delivry Header の
抽出と検証 ( d )送信者の認証 

(e)Service Header  
の抽出と検証 

( j)Service Content の
抽出と検証 

(f)順序の検証 
( g )同期応答仕様 
の確認  

( h )送信者の権限確認  (i)マニフェストの 
検証 

( k )アクションの実行  

図 3. RosettaNet ビジネスメッセージの受信処理フロー
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3.2 ebXML受信処理フロー 

ebXML メッセージのヘッダ情報を抽出し、

検証を行う受信処理フローを図４に示す。 

(a) ebXML SOAPヘッダ拡張要素の抽出 

受信処理を行う際、必要となる情報をヘッダ

から抽出する。送受信者情報、コラボレーショ

ンプロトコル合意書(CPA 文書)[7]の識別情報、

対話識別情報、メッセージ参照識別子、サービ

ス情報、アクション情報などを抽出する。 

(b) CPA文書の検索 

CPA文書は、取引パートナ間でお互いに合意

された XML 文書である。遂行可能なビジネス

プロセスに関する情報や、メッセージ交換を行

う上での技術的な詳細情報が記述される。受信

者は、CPA識別情報をもとに CPA 文書を検索

する必要がある。 

(c) 送受信者の確認 

指定された CPA 文書が、送受信者間のもの

であるか否かを確認する。 

(d) 配送チャネルの確認 

サービス情報から CPA 文書で定義されてい

る配送チャネルを決定する。その配送チャネル

と関連する通信プロトコルおよびエンドポイ

ントを特定し、受信メッセージが期待されるチ

ャネルで到着したか否か確認する。 

(e) 応答形式の確認 

同期応答パラメータにより同期・非同期応答

を区別する。その情報と CPA文書の同期応答 

モードと一致するか否か確認する。また、受信  

確認要求パラメータにより受信確認が必要か

否かの確認も行う。 

(f) メッセージ有効時間の確認 

受信メッセージが有効時間の値を越えてい

な 

 

 

 

 

いか否かを確認する。 

(g) マニフェストの検証 

マニフェストで指定されたすべての MIME

部がペイロードコンテナに存在するか否かを

確認する。 

(h) 受信メッセージに依存した処理 

受信メッセージの配送セマンティクスパラ

メータおよび信頼性メッセージング手法パラ

メータの値に応じて受信処理は異なる。ebXML

高信頼性メッセージングを用いる場合、受信者

は、重複メッセージ処理、永続的記憶装置へ保

存処理、受信確認メッセージの返信処理が求め

られる。 

(i) メッセージをアプリケーションに配送 

対話識別情報、サービス情報、アクション情

報を用いて、受信メッセージをアプリケーショ

ンに配送する。 

 

4. B2B 用アプリケーションメタフレームワー

クの提案 

4.1 メッセージを記述するクラス 

RosettaNet および ebXML のビジネスメッ

セージに共通な情報を格納するため、図 5に示

すクラス図の設計を行なった。BusinessTrans 

actionActivity クラスはビジネストランザクシ

ョンの実行をあらわす。Partyクラスは、当事

者をあらわし、送信者/受信者の役割を持つ。

BusinessTransaction クラスは、送受信者間の

トランザクション情報を持つ。BusinessMess 

ageクラスは、ビジネスメッセージをあらわし、

要求/応答メッセージの役割を持つ。Document

クラスは、文書をあらわす抽象クラスである。

XMLDocument は、XML 文書をあらわし、ビ

(g)マニフェスト
の検証

(h)受信メッセージに
依存した処理

(i)メッセージをアプ
リケーションに配送

(a)ebXML SOAP ヘ
ッダ拡張要素の抽出

(d)配送チャネルの
確認

(b)CPA文書
の検索

(e)応答形式の確認
(f)メッセージ有効時
間の確認

(c)送受信者の確認

図 4. ebXMLメッセージの受信処理フロー 

研究会Temp 
－16－



 5

 (1)メッセージの開梱 (6)マニフェストの 
検証 

(8)ビジネストランザ
クションの確認  

(9)アクション実行権
限の確認  

(10)アクションの実行

(2)B2B フレームワー
クとその版の識別 

(4)送受信者情報 
の抽出 

(3)応答形式の確認  (5)送信者の認証  

(7)アクション 
識別情報  

図 6. B2B用アプリケーションメタフレームワークの受信処理フロー 

ジネス文書の役割を持つ。AttachmentInfo ク

ラスは、ペイロードを参照するためのマニフェ

スト情報を持つ。PDFDocumentクラスは、添

付文書として PDF 文書をペイロードに格納し

て送受信を行う場合に用いられる。 

4.2 ビジネスメッセージ受信処理フロー 

RosettaNet および ebXML の受信処理フロ

ーを比較し、共通な処理機能を抽出する。メタ

フレームワークの受信処理フローを図 6に示す。

また、RosettaNet および ebXML の受信処理フ

ローとの対応関係を図 7に示す。 

MetaFramew
ork 

RosettaNet ebXML 

(1) ＊ ＊ 
(2) ＊ ＊ 
(3) (a)、(g) (e) 
(4) (c) (c) 
(5) (d) ＊ 
(6) (i) (g) 
(7) (e) (a) 
(8) (f) (f) 
(9) (h) ＊ 

(10) (k) (i)  

 

なお、図 7 中の”＊”は、RNIF2.0 および[6]

に記述されていない処理であることを示す。  

(1)メッセージの開梱 

受信ビジネスメッセージの各 MIME 部を抽

出する。この結果、それぞれの Content-Type

ヘッダを参照し、データのタイプに対応した

Document クラスのサブクラスに MIME 部が

格納される。また、Content-Transfer-Encoding

ヘッダを参照して、Base-64やQuoted-Printa 

ble でエンコード化されていた場合、デコード

処理も行う。 

(2) B2Bフレームワークとその版の識別 

受信メッセージが準拠する B2B フレームワ

ークとその版の識別を行う。RosettaNetでは、

x-RN-Versionヘッダおよび Preamble情報で 

識別する。ebXMLでは、SOAPActionヘッダ 

および、ebXML SOAPエンベローブ拡張に対 

する名前空間宣言によって識別する。この結果、 

BusinessTransactionActivityクラスの frame 

workIdおよび frameworkVersion 属性に B2B

フレームワーク識別情報が格納される。 

(3) 応答形式の確認 

応答メッセージを同期・非同期で行うか否か 

を確認する。RosettaNet では処理(a)および(g)

に対応し、ebXML では、処理(e)に対応する。

この結果、BusinessTransactionクラスの respo 

nseType属性に応答形式情報が格納される。 

(4) 送受信者情報の抽出 

送受信者を識別するための情報を抽出する。

RosettaNetでは処理(c)に対応し、ebXML では

処理(c)に対応する。この結果、from/to の役割

を担うPartyクラスの属性に送受信者情報が格

納される。 

(5) 送信者の認証 

(4)で抽出した送信者情報およびデジタル署

名があればそれをもとに送信者認証を行う。

RosettaNetでは処理(d)に対応する。ebXMLに

図 7. 受信処理フローの対応関係 

図 5. メッセージ情報を格納するクラス 

PDFDocument

Document
contentId
contentType
contentLocation
description

AttachmentInfo
contentIdRef
contentType
description

Party
partyId
partyIdType
role

BusinessMessage
messageId
dateTimeStamp
numOfAttachment
actionCode

XMLDocument
+BusinessDocument

BusinessTransaction
conversationId
responseType

+request +response

BusinessTransactionActivity
frameworkId
frameworkVersion
serviceCode

+from+to
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おいて、対応する処理は、[6]では記述されてい

ない。 

(6) マニフェストの検証 

マニフェストで指定された添付文書に対し

て検証を行う。指定された Content-ID をもつ

Document オブジェクトがあるかを確認する。

RosettaNetでは処理(i)に対応し、ebXML では

処理(g)に対応する。この結果、AttachmentInfo

クラスの属性にマニフェスト情報が格納され

る。また、BusinessMessageクラスの numOfAt 

tachment属性に添付文書の数が格納される。 

(7) アクション識別情報の抽出 

受信メッセージからアクションを識別する

ために必要な情報を抽出する。RosettaNet で

は処理(e)に対応し、ebXMLでは(a)に対応する。 

この結果、BusinessTransactionクラスの actio 

nCode属性と BusinessTransactionActivityク

ラスの serviceCode 属性および conversationId

属性にアクション識別情報が格納される。各属

性と、RosettaNet および ebXML の要素との関

係を図 8に示す。 

 

 

 

 

 

(8) ビジネストランザクションの確認 

(7)で抽出したアクション情報をもとに送受

信者間での対話の順序を確認する。RosettaNet

および ebXML両者共に処理(f)に対応する。 

(9) アクション実行権限の確認 

送信者がアクションを実行できる権限を有

しているか否かを確認する。RosettaNet では

処理(h)に対応する。ebXML において、対応す

る処理は、[6]では記述されていない。 

(10) アクションの実行 

BusinessTransaction クラスの conversation  

Id、ServiceCode および actionCode 属性の情

報をもとにアクションを実行する。 

 

5. おわりに 

RosettaNet と ebXML のメッセージ構造と

メッセージ受信処理フローを比較し、共通する

部分を抽出し、B2Bアプリケーション用のメタ

フレームワークとして受信処理フローとそれ

に必要なクラスを提案した。RosettaNetでは、

必要な情報がメッセージ内に記述されている

が、ebXML では CPA文書に記述された情報を

参照しなければならない点が異なる。しかし、

両者の受信処理フローは統一できることがわ

かった。今後は、メタフレームワークの受信処

理フローをどのように実装するかを検討した

い。 
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図 8. クラス属性とメッセージ要素の対応関係 
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